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論文内容の要旨
Gを有限群とし π (0) を群Gの位数を割る素数全体の集合とする。また素数riこ対してn(O ， r) で Gのシロ -r部分群
の個数を表し， これをシロー r数(または単にシロー数)と呼ぶ。
素数þlこ対して有限群Gがpべき零であるとはシロ -p部分群PIこ対してG=NP， Nnp= 1 を満たす正規部分群 N が
存在することをいう。有限群がpべき零であるか否かということは有限群の構造を調べる上で大変重要であり基本的
な概念である。 pべき零性を用いて Burnside が示した有限単純群のシロー 2 部分群は巡回群でないことの証明などは
良い例である。また Frobenius や Thompson などにより有限群がpべき零であるための必要十分条件が数多く知られ
ている。
シロー数と群のpべき零性に関して Huppert は次のような予想をした。
Huppert 予想 (Acta.Sci.Math.22 C1961)) .有限群Gがpべき零であるための必要十分条件はすべてのrEπ (0) に対し
て (p ， n(O， r)) = 1 が成り立ち，かっすべてのrEπ (0) に対してNc(R) (ここで R はシロ-，部分群)がpべき零で
あることである。
これに対してZhang(J.Algebra 176(1995)) は「有限群Gがpべき零であるための必要十分条件はすべてのrεπ (0)
に対して (p， n (G, r)) = 1 が成り立つことである」と主張し，これから Huppert 予想、が成立すると述べている o し
かしながらこのZhang の主張には無限個の反例が存在することを発見した。
定理 1. O=U (3 , q) とする o あるpEπ (0) があってすべてのrEπ (0) に対して (p， n (0, r)) = 1 が成り立
つための必要十分条件は， p= 3 であり，かっ q は 2 のf乗， 1は偶数で 3 で割れない数，である。
この定理から U (3 , q) 以外にも多くの反例が存在することもわかる o
主定理はシロー数とpべき零性に関する次の定理である o
主定理.0を有限群とする o
( i )pを 3 と異なる素数とする。このとき G がp べき零であるための必要十分条件はすべての rEπ (0) に対して
い， n(O， r)) =1 が成り立つことである o
(Ü)Oがその組成因子に U (3 , q) (q は 2 のf乗， 1は偶数で 3 で害IJ れなし、)を持たないとする o このとき Gがpべ
き零であるための必要十分条件はすべてのr巴 π (0) に対して (p， n ( G, r)) = 1 が成り立つことである D
この定理を用いて次のことが示されるo
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定理 3. すべてのr巴 π (G) についてシロ -r数が素数べきである有限群Gは可解群である。
論文審査の結果の要旨
本論文は，有限群のシロ一部分群の個数についてのある算術的条件からもとの群のpべき零性が導かれることを示し
たもので， 1960年代に提出されたフッパートの予想の肯定的解決を与えている O これは有限群論における顕著な寄与
である。よって，本論文を博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
